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産学連携、知的財産、研究活動を支えたい
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　統括産学連携室は、専門性の高いス

タッフが創生応用医学研究センターの

産学連携、知的財産、研究活動を支援

することを目的として、３年前に設置

されました。スタッフには、弁理士、

特許庁審査官経験者、製薬企業出身者、

薬事規制専門家ら

を招聘しました。

　創生応用医学研

究センターの研究

者数やプロジェクト数はとても多く、

研究領域も多岐にわたっています。統

括産学連携室が設置されたことによ

り、学部や本部からの支援に加えて、

さらに迅速できめ細やかな対応ができ

るようになりました。

　現在では、薬事規制に関する業務は

「東北大学医薬品レギュラトリーサイ

エンス推進室」（ＲＳ推進室）として

分離し医薬連携で活動していますし、

橋渡し業務は東北大学病院臨床研究推

進センター（CRIETO）が中心に運営

しているので、統括産学連携室の主な

支援活動は、産学連携のアドバイスや

企業との契約交渉、知的財産の助言と

支援になります。これらは、部局（医

学部）の研究協力係、本部（産学連携、

研究推進）、学外の専門家らの支援の

もとに進めています。

　東北大学では、いくつかの大型プロ

ジェクトも稼働しておりますが、これ

らプロジェクトを成功に導くために

は、個々のプロジェクト内部のコミュ

ニケーションを図り、効率的に推進し

なくてはならず、さらに大型プロジェ

クト間の連携や融合的波及効果も視野

に入れなくてはなりません。ですか

らuniversity research adm inistrator

（URA）機能も担わなくてはいけま

せん。

　１つの例として、ファーマコゲノミ

クスを活用した層別化の医師主導治験

（未承認薬）などを実現する学内横断

的な試みを支援していますが、これは

医学部・薬学部で進めているレギュラ

トリーサイエンス事業と東北メディカ

ルメガバンク事業

やCRIETOの臨床

開発支援機能を学

際的研究でつなげ

ようというものです。

　創生応用医学研究センターの横断的

融合研究から、将来のイノベーション

につながるユニークな研究が一つでも

多く花開くことを目指して、今後も支

援して参ります。
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レ
ス
に
医
療
へ
応
用
で
き

る
力
飮
欷
言
う
な
れ
ば
総
合
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
よ
り
強
化
し
て

い
ま
す
盜
私
た
ち
医
学
系
研
究
科
・
医

学
部
は
欷
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
欷

欹
医
学
の
先
進
的
欷
学
際
的
欷
創
造
的

研
究
を
推
進
し
欷
国
際
的
に
通
用
す
る

優
れ
た
研
究
者
お
よ
び
高
度
な
医
学
的

知
識
・
技
術
と
豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね

備
え
た
医
療
保
健
の
指
導
・
実
践
者
を

育
成
し
欷
も
檸
て
日
本
と
世
界
の
人
々

の
健
康
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
飮

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
盜

　
医
学
系
研
究
科
に
設
置
さ
れ
て
い
る

創
生
応
用
医
学
研
究
セ
ン
タ
欟
は
欷
学

術
研
究
の
新
た
な
ミ
蘖
シ
欖
ン
に
果
敢

に
取
り
組
み
欷
研
究
体
制
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
欷
従
来
の
縦
割
り
の

講
座
単
位
で
は
な
く
欷
欹
プ
ロ
ジ
櫪
ク

ト
志
向
型
飮
へ
改
組
し
ま
し
た
盜
こ
の

こ
と
に
よ
り
欷
学
際
領
域
研
究
や
異
分

野
融
合
を
効
率
的
に
進
め
る
横
断
的
研

究
組
織
と
な
檸
て
お
り
ま
す
盜
循
環
器

・
脳
神
経
・
が
ん
・
酸
素
代
謝
・
免
疫

・
メ
タ
ボ
リ
蘖
ク
シ
ン
ド
ロ
欟
ム
・
腎

臓
・
産
婦
人
科
・
感
覚
器
・
ス
ポ
欟
ツ

医
科
学
な
ど
の
具
体
的
な
テ
欟
マ
に
注

力
す
る
コ
ア
セ
ン
タ
欟
群
欷
低
分
子
創

薬
・
細
胞
治
療
・
医
療
デ
バ
イ
ス
等
治

療
法
に
発
展
さ
せ
る
コ
ア
セ
ン
タ
欟
群

な
ど
炙
の
ユ
ニ
欟
ク
な
コ
ア
セ
ン
タ
欟

を
擁
す
る
研
究
組
織
で
す
盜
薬
学
研
究

科
欷
歯
学
研
究
科
欷
加
齢
医
学
研
究
所
欷

医
工
学
研
究
科
か
ら
も
多
く
の
研
究
者

に
参
画
い
た
だ
き
欷
ま
さ
に
学
際
融
合

領
域
研
究
を
展
開
で
き
る
組
織
に
な
り

ま
し
た
盜

　
創
生
応
用
医
学
研
究
セ
ン
タ
欟
で

は
欷
研
究
成
果
の
臨
床
応
用
欷
さ
ら
に

は
実
用
化
・
社
会
還
元
も
重
要
な
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
盜
臨
床
開
発
欷

規
制
科
学
歉
レ
ギ
欒
ラ
ト
リ
欟
サ
イ
エ

ン
ス
歐
欷
知
的
財
産
欷
産
学
連
携
な
ど

多
く
の
専
門
家
を
ｆ
ａ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｙ
　

ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ｆ
と
し
て
採
用
し
欷
医
学
研

究
の
成
果
を
速
や
か
な
臨
床
応
用
や
実

用
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
盜

　
創
生
応
用
医
学
研
究
セ
ン
タ
欟
は
欷

先
進
的
・
創
造
的
な
研
究
を
推
進
で
き

る
欹
オ
欟
プ
ン
イ
ノ
ベ
欟
シ
欖
ン
飮
組

織
で
あ
り
欷
東
北
大
学
病
院
附
属
の
臨

床
研
究
推
進
セ
ン
タ
欟
と
と
も
に
欷
わ

が
国
の
バ
イ
オ
・
医
薬
・
医
療
基
盤
を

担
う
べ
く
任
務
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
盜
創
生
応
用
医
学
研
究
セ
ン
タ
欟
に

学
内
外
か
ら
気
概
あ
ふ
れ
る
若
い
研
究

者
ら
が
集
い
欷
次
世
代
の
医
学
・
医
療

の
礎
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
盜

　
平
成
烙
年
８
月
に
公
表
さ
れ
た

東
北
大
学
里
見
ビ
ジ
欖
ン
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
欷欹
人
が
集
い
欷
学
び
欷

創
造
す
る
欷
世
界
に
開
か
れ
た
知

の
共
同
体
飮
で
す
盜

　
ま
さ
に
東
北
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
創
生
応
用
医
学
研
究
セ

ン
タ
欟
歉
創
生
セ
ン
タ
欟
歐
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
盜
新

た
な
最
先
端
の
学
際
領
域
研
究
に

挑
戦
し
欷
成
果
を
上
げ
る
た
め
に

は
欷
生
物
学
の
み
な
ら
ず
構
造
生

物
学
欷
臨
床
医
学
欷
化
学
欷
薬
学
欷

さ
ら
に
コ
ン
ピ
欒
欟
タ
欟
工
学
な

ど
欷
多
く
の
異
分
野
学
問
を
融
合

し
欷
多
様
な
人
材
と
ネ
蘖
ト
ワ
欟

ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
盜

　
創
生
セ
ン
タ
欟
で
は
欷
ア
カ
デ

ミ
ア
の
利
点
で
あ
る
お
お
ら
か
な

欹
オ
欟
プ
ン
イ
ノ
ベ
欟
シ
欖
ン
飮

に
基
づ
き
欷
学
内
外
歉
民
間
も
含

め
て
歐
の
多
く
の
研
究
者
が
集
う

柔
軟
な
研
究
組
織
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
盜
ミ
蘖
シ
欖
ン
や
研

究
の
ベ
ク
ト
ル
を
共
有
す
る
横
断

的
研
究
者
歉
チ
欟
ム
歐
か
ら
成
る

プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
群
を
欹
コ
ア
セ
ン

タ
欟
飮
と
し
て
ユ
ニ
蘖
ト
化
し
欷

当
セ
ン
タ
欟
は
コ
ア
セ
ン
タ
欟
群

の
統
合
体
と
な
り
ま
す歉U

nited
 Centers for A

dvanced R
ese

arch and Translational M
edi

cine

座
略
称
Ａ
Ｒ
Ｔ
歐
盜

　
縦
割
り
の
講
座
単
位
で
は
な

く
欷
欹
新
時
代
を
開
拓
飮
す
る
た

め
に
既
存
の
枠
を
超
え
た
思
い
切

檸
た
チ
欟
ム
の
編
成
や
人
材
・
資

源
歉
オ
欟
プ
ン
リ
ソ
欟
ス
歐
の
活

用
を
重
視
し
て
い
ま
す
盜
各
コ
ア

セ
ン
タ
欟
が
欹
世
界
ト
蘖
プ
レ
ベ

ル
飮
の
研
究
・
人
材
を
輩
出
す
る

プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
ユ
ニ
蘖
ト
と
し
て

機
能
し
欷
将
来
の
東
北
大
学
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
担
う
学
際
的
欷

横
断
的
研
究
を
熟
成
す
る
研
究
拠

点
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
盜

　
脳
神
経
・
が
ん
・
酸
素
代
謝
・

免
疫
・
メ
タ
ボ
リ
蘖
ク
シ
ン
ド
ロ

欟
ム
・
腎
臓
・
産
婦
人
科
・
ス
ポ

欟
ツ
医
科
学
な
ど
の
具
体
的
な
テ

欟
マ
に
注
力
す
る
コ
ア
セ
ン
タ
欟

群
歉
今
年
か
ら
循
環
器
と
感
覚
器

の
２
コ
ア
セ
ン
タ
欟
が
新
設
さ
れ

た
歐
欷
低
分
子
創
薬
・
細
胞
治
療

・
医
療
デ
バ
イ
ス
等
治
療
法
に
発

展
さ
せ
る
コ
ア
セ
ン
タ
欟
群
な
ど

炙
の
ユ
ニ
欟
ク
な
コ
ア
セ
ン
タ
欟

を
擁
し
歉
平
成
焉
年
３
月
１
日
時

点
歐
欷
研
究
者
数
は
総
勢
３
５
１

人
に
至
り
ま
す
盜
薬
学
研
究
科
欷

歯
学
研
究
科
欷加
齢
医
学
研
究
所
欷

医
工
学
研
究
科
か
ら
も
多
く
の
研

究
者
に
参
画
い
た
だ
き
欷
学
際
領

域
研
究
を
実
施
で
き
る
組
織
に
な

り
ま
し
た
盜

　
医
学
系
の
研
究
組
織
で
す
か

ら
欷
欹
成
果
の
臨
床
応
用
飮
も
視

野
に
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
盜
平

成
烝
年
か
ら
東
北
大
学
橋
渡
し
研

究
組
織
で
あ
る
未
来
医
工
学
治
療

開
発
セ
ン
タ
欟
と
東
北
大
学
病
院

治
験
セ
ン
タ
欟
が
発
展
的
に
統
合

す
る
こ
と
に
よ
り
欷
東
北
大
学
病

院
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
欟
歉
Ｃ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
歐
が
設
置
さ
れ
欷
現

在
で
は
学
内
橋
渡
し
研
究
の
中
核

的
な
組
織
に
な
檸
て
お
り
ま
す
盜

創
生
セ
ン
タ
欟
で
は
欷
臨
床
研
究

推
進
セ
ン
タ
欟
と
の
連
携
を
通
し

て
欷
成
果
の
迅
速
な
臨
床
応
用
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
盜

　
医
療
機
器
欷
再
生
医
療
な
ど
の

分
野
で
の
シ
欟
ズ
育
成
を
手
掛
け

る
欹
先
進
医
療
開
発
コ
ア
セ
ン
タ

欟
飮
欷
低
分
子
医
薬
品
の
開
発
に

注
力
す
る
欹
創
薬
・
探
索
臨
床
研

究
コ
ア
セ
ン
タ
欟
飮
は
欷
創
生
セ

ン
タ
欟
が
有
す
る
シ
欟
ズ
を
臨
床

研
究
推
進
セ
ン
タ
欟
に
つ
な
げ
る

役
割
も
担
い
ま
す
盜
創
生
セ
ン
タ

欟
歉
シ
欟
ズ
発
掘
と
イ
ン
キ
欒
ベ

欟
シ
欖
ン
の
母
体
歐
と
臨
床
研
究

推
進
セ
ン
タ
欟歉
臨
床
開
発
母
体
歐

が
連
携
す
る
こ
と
で
欷
基
礎
か
ら

臨
床歉
出
口
歐
ま
で
の
一
貫
し
た
欷

効
率
の
良
い
流
れ
が
で
き
ま
す
盜

具
体
的
に
欷
創
生
セ
ン
タ
欟
の
シ

欟
ズ
で
昨
年
度
２
つ
の
未
承
認
薬

の
医
師
主
導
治
験
を
実
施
致
し
ま

し
た
盜

　
各
コ
ア
セ
ン
タ
欟
で
は
欷
専
任

教
員
に
加
え
て
欷
当
研
究
科
内
外

の
多
く
の
研
究
者
歉
兼
任
歐
が
集

い
ま
す
盜
コ
ア
セ
ン
タ
欟
内
で

は
欷
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
推
進
を
通
し

て
欷
基
礎
か
ら
臨
床
ま
で
の
広
い

領
域
に
わ
た
る
研
究
や
教
育
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
盜

　
当
セ
ン
タ
欟
の
特
色
は
欷
若
手

研
究
者
の
活
躍
の
場
を
重
視
し
た

運
営
体
制
で
す
盜
テ
ニ
欒
ア
ト
ラ

蘖
ク
制
度
も
推
進
し
て
お
り
欷
３

名
の
専
任
若
手
テ
ニ
欒
ア
教
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
盜
若
手
研
究
者

が
こ
の
組
織
を
使
う
こ
と
に
よ
檸

て
欷
効
率
的
に
研
究
を
展
開
し
欷

研
究
成
果
の
迅
速
な
臨
床
応
用
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
盜
明
日
の
研
究
を
担
う
欹
挑
戦

し
欷
柔
軟
に
行
動
で
き
る
飮
若
手

研
究
者
に
欷
ぜ
ひ
と
も
集
檸
て
頂

き
た
い
で
す
盜


